
開催回数開催年月日 地区 会場 出席者 個別ケースの概要（テーマ） 検討から抽出された課題

第１回 R3.6.28 小佐野

小佐野コ
ミュニティ会
館
大ホール

民生委員、県立釜石
病院、はまゆり在介
CM、ニチイ釜石CM、
地域活動支援セン
ター、障がい者就業・
生活支援センターキッ
クオフ、生活支援Co、
障がい福祉係職員、
包括ケア推進本部職
員、応援センター所
長・保健師、包括ス
タッフほか　計22人

・視覚障がいのため掃除が大変になっ
ているが、同居家族がいるためサービ
ス利用に繋がっていない。
・同居している子供は就労せず引きこ
もっていてる。
・できることは自分で行いながら、不安
なく生活していくための支援方法につい
て。
・引きこもりの子供について、誰がどの
ような支援をできるか。

１．引きこもりの子供と同居している家族が疲弊しな
いように支援しながら、少しずつ時間をかけてのアプ
ローチが必要
２．相談窓口（SOSを出せる場所）の周知
３．世帯全体を支援するため関係者や関係機関の連
携が重要
４．社会資源へのつなぎ方
５．親が倒れた時の対応を事前に家族で話し合って
おくことが必要

第２回 R3.11.5 平田

平田地区生
活応援セン
ター
大会議室

民生委員、町内会長、
県立釜石病院、平田
駐在所所員、いわて
生協、あいぜんの里
在介CM、善CM、生活
支援Co、包括ケア推
進本部職員、応援セ
ンター所長・保健師、
包括スタッフほか　計
19人

・精神疾患と難聴があるため、世話をし
ている近所の友人が疲れてきている
が、本人はサービス利用を拒否してい
る。
・友人の負担を減らし、本人が独居生活
を継続していくためにどのような関わり
が必要か。親戚関係へのアプローチの
方法について。
・生活応援センターの他に友人の相談
を聞いたり、サポートできるところはない
か。

１．制度につながる前の時間をいかに人が関わり、関
わり続けるかが重要
２．支援者だけに負担を掛けず、応援センターや包括
が中心となって様々な機関が関わり続けて対象者と
支援者両方を支援する
３．つながるカフェの活用
４．元気なうちに家族でエンディングに関することを話
し合う

第３回 R3.11.29 釜石
青葉ビル
研修室1・2

民生委員、主任児童
委員、県立釜石病院、
釜石駅前交番、見守
り傾聴支援センター、
厚生病院精神保健福
祉士、やかたCM、東
釜石地区在介CM、あ
ゆみ居宅CM、、生活
支援Co、包括ケア推
進本部職員、応援セ
ンター所長・保健師、
包括スタッフほか　計
19人

・今まで家のこと一手に担っていた配偶
者が死去し、手続きや金銭管理が行え
なくなった。
・子供が現在無職。学生の頃精神病院
に入院歴があるがその後定期受診せ
ず。R3.4市内のクリニックを受診し精神
科病院を紹介されるが受診する気はな
い。
・障がいがあっても、地域の中で不安な
く生活できるための支援方法について。
・医療につながらない子供について、ど
のようにアプローチすることができるか。

１．「こころの相談」への繋げ方
２．困りごとが掴みにくい方への対応
３．本人や家族と支援者との関係性づくり
４．近所など周りの見守り体制の構築
５．関係性の悪い家族にどのように関わってもらうか

第４回 R4.2.4 鵜住居
鵜住居公民
館
多目的室

民生委員、鵜住居駐
在所、ゴジョる、鵜住
居地区在介CM、やま
ざきCM、やかたCM、
生活支援Co、包括ケ
ア推進本部職員、応
援センター所長・保健
師、包括スタッフほか
計16人

・認知症で近隣住民と金銭トラブルがあ
る。
・本人のことが心配で子供が転入して同
居する予定だったが、元々の性格不一
致、宗教トラブル、互いの金銭管理への
不満等から別々に住んでいる。
・近隣住民との関わりが家族間の喧嘩
の火種になっているため、サービス利用
のない曜日への行政や関係機関、地域
でできる支援はないか。

１．コロナ禍における民生委員の訪問活動の難しさ
２．住民活動と対象者のつなぎ方
３．集合住宅でのご近所付き合いが難しい
４．お金を管理する家族の問題
５．関係機関の情報共有・連携が必要
６．家族に問題のあるケースへの対応・支援
７．地域での見守り体制の構築
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